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ハンガリーにおける中国系補習校の果たす役割
山 本 須 美 子*




The purpose of this study is to clarify the roles of supplementary schools for the Chinese children 
in Hungary based on the fieldwork I conducted in Budapest on September, 2017. I here define 
supplementary schools as those except full-time schools. There are only two supplementary schools 
for the Chinese children in Hungary. They are open from 9 am to 3 pm or 4 pm on Saturday and 
Sunday run by Chinese couples. One school teaches Mandarin, Mathematics, English and History, 
and the other one teaches mainly English.
Contrasted to the Chinese children in western countries who go to normal schools in each 
immigrated country, those in Hungary not only go to normal schools but also bilingual state schools 
or international private schools. After being graduated from them, they tend to go to universities in 
UK, China and so on. These transnational educational trajectories which are common to the Chinese 
children in Hungary can’ t be understood from the viewpoint of school success or failure in the 
immigrated country. This study clarifies one aspect of their transnational educational trajectories 
by focusing on supplementary schools. The reason why I focus on supplementary schools is that I 
could understand parents’ educational strategies and the transnationalism in education through 
supplementary schools, which couldn’t be seen through full-time schools. 
Firstly, the study traces the historical background of Chinese immigrants in Hungary, and 
explain the situations of four Chinese markets in Budapest. Secondly, after examining three kinds of 
full-time schools the Chinese children attend, it clarifies the history and the actual situations of two 
supplementary schools in Budapest based on the interview with the headmasters. Thirdly this paper 
examines the educational trajectories of two young Chinese people who have had the experiences of 
going to one of supplementary schools based on the interviews with them.
To be concluded, it points out that supplementary schools in Hungary are judged by Chinese 
people by whether they could play the roles for their transnational educational trajectories or not.  
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2000 年代の中国系人口は約 10,000 人から 15,000 人で，全人口の約 1％～ 1.5％を占めてい
る［Huang-McCullough 2005: 34］。イギリスやフランスの中国系人口は各約 60 万人といわ
れる 1) のに比べれば，ハンガリーの中国系人口はかなり少なくマイナーな存在であり，その先
行研究も少ない。歴史的背景に関する研究［Nyíri 1998, 2002, 2003, 2011］や，ハンガリー
における福建系移民をイタリアやイギリスの福建系移民と共に取り上げたその概要に関する










1 校は中国語だけではなく，数学や英語，歴史等も教え，もう 1 校は英語を主に教えている。
土曜日と日曜日共に午前 9 時から 6 時間から 7 時間にわたって開校されている。本論では，
補習校 2 校の発展の歴史や現状，及び親の教育戦略や子どもの進路選択のあり方を検討する
ことを通して，これら補習校が果たす役割を明らかにしたい。
調査方法としては，2016 年 9 月にブダペストにおいて実施した中国マーケットの参与観察，





1) イギリスの中国系人口は，2011 年国勢調査ではイングランドとウェールズで約 40 万人である［Office 
for National Statistics　2011］が，約 60 万人であるといわれている。フランスの中国系人口は，
1990 年代に 20 万人を上回り，2002 年には約 30 万人で［Marc 2002: 121］，2010 年代には約 45 万
人となり，不法滞在者やイタリアやスペイン等に行き来している人やフランス国籍を取得している
第２世代を加えると約 60 万人に達している［Beraha 2012b: 11］。オランダの中国系人口は，約 12










パで最初の中国系コミュニティを形成した［Nyíri 2002: 72］。1989 年天安門事件以前にハ
ンガリーに流入した中国人は，ロシアから国境を渡ってやってきた，密輸品を売る農村出身
の行商人であった［Nyíri 1998: 350-353］。
天安門事件以降政治的不安が蔓延し中国経済が不況に陥った 1989 年から 1991 年は，東
ヨーロッパの社会主義体制崩壊の時期と重なった。ハンガリーでは自由市場が出現し，国内





供給ギャップを埋めた［Pieke, Nyíri, ThunØ and Ceccagno  2004: 130］。中国人経営者の扱
う中国製品は，生産コストが安いだけではなく，関税がかからないので低価格であったこと
と，ビジネス・ネットワークを使って融通性を効かせて客の要求に応えたので人気があった
［Pieke, Nyíri, ThunØ and Ceccagno 2004: 130-131］。そして，中国人経営者は，文化資本
や流動性，コミュニケーション力を身に付けていたので，中国との密接な関係に依存しなが
ら，ハンガリー人の従業員や秘書，通訳，法律家，会計士を雇って，地元経済とも関連をもっ
ていた［Nyíri 2003: 252］。さらに，1989 年にハンガリーと中国間のビザが不要になり，中
国からブダペストは列車賃が安く行き易かったことも，中国からの新移民流入の要因となっ
た［Nyíri 1998: 350-353］。移民の多くは 20 代から 30 代の単身男性で，後に家族が合流し
た［Nyíri 1998: 353］。
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悪化等から，1990 年代中頃には東ヨーロッパへの移住フィーバーは終わった［Nyíri 2011: 
145］。
中国系人口は，1991 年 10 月にピークとなり 30,000 人から 40,000 人の間であった［Nyíri 
1998: 353］。各年の流入人口は，1990 年には 11,621 人，ピークの 1991 年には 27,330 人，
1992 年には 10,128 人，1993 年には 7,888 人，1993 年には 8,979 人であった［International 





た［Nyíri 2011: 146］。1999 年末には，中国人 10,291 人の内，19％は浙江省出身者で 18％
が福建省出身者であった［Nyíri 2014］。特に浙江省と福建省出身者は，イタリアの縫製所
や，スペインやドイツ，イングランドのレストランで働く親族を持つ者が多かったが［Pieke, 
Nyíri, ThunØ and Ceccagno 2004: 134］，多くが最初にハンガリーに移住した［Nyíri 2003: 
253］。中国平均より教育レベルが高く，中国人 135 人の内，45％が高卒で 35％が大卒であっ
た［Nyíri 2002: 73］。また，中国では専門職や知識人，学生，ビジネスマンであり，教育レ
ベルの低い行商に携わる農村出身者は少数であった。大部分が経営者として滞在許可を得て



























た［Pieke, Nyíri, ThunØ and Ceccagno 2004: 130］。フォータイガー・マーケットは，1980
年代にオープンし，質は良くないが，低コストの商品を提供し，日用品を売る小さな店が密





ここ 15 年から 20 年の間に大きな変化を遂げた。多くの新しい住宅ビルが建設され，おしゃ
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してハンガリー人の小売業者に卸していた。浙江省温州出身の 60 代の夫婦と 20 代後半の次

























取られず，教師個人の援助に頼っている［Nyíri 2014］。政府は 1995 年に初めて学校におけ
る外国人生徒の統計を実施したが，教育省のデータによると約 12,000 人である。これは学
齢期の子どもの１％にも達しておらず，全外国人生徒の 45 ～ 87％が隣国から流入したハン
ガリー語を母語とするハンガリーの文化的背景をもつ子どもである 2)。約半数がブダペストに
















2016 年にインタビューした中国系の若者の内 2 名がこの学校に通った経験があったが，2 名
2) 1989 年の民主化による政治的経済的変化を受けて，ハンガリーに流入した移民は 3 つの波に分けら
れる。第一は西ドイツに入るためにハンガリーを経由した東ドイツから流入した約 1 万 5 千人，第
二は 1988 年から 1989 年に継続的に流入したルーマニア人，第三は 1991 年から始まったユーゴス
ラビア戦争によって流入した 212,320 人の移民や難民である［Vámos 2013］。
3) ハンガリーでは学校にランク付けがされていて，そのリストがあり，誰もが参照できる。
4) ハンガリーの学校教育制度では，就学前教育は通常 3~6 年の 3 年間である。初等教育は，基本的に 8
年一貫制をひき，第 1 サイクル（第 1 ～ 4 学年）と第 2 サイクル（第 5 ～ 8 学年）の 2 段階に分かれる。
ただし，優秀な生徒は，8 年ではなく，4 年もしくは 6 年で修了した段階で統一入学試験を受けて中
等教育にシフトすることができる。（後期）中等教育は原則 4 年である。学校形態は，技術中等学校，
職業高校，そして 4, 6 ,8 年制ギムナジウムと多様である［脇田 2009: 331-333］。
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光華学院は，ハルピン出身の 60 代中国人女性とその中国人夫が 1991 年にブダペストに開
校した補習校である。筆者は 2016 年 9 月 11 日に校長である中国人女性にインタビューを実
施した。それによると，校長は中国では教師，その夫は漢方医であった。1980 年代後半に日






レストランは 2 部屋しかなく，教師は校長と夫の 2 人，生徒は 16，7 人でスタートした。学
年はハンガリーの学校教育制度に沿って，第１学年，第 3 学年，第 5 学年の 3 つに分けられ，
各学年 5, 6 人の生徒がいた。土曜日と日曜日両日の午前 9 時から午後４時まで授業があり，
中国語と数学を教えた。1998 年にはユーロ・スクエアから徒歩 20 分のところにある広い建






から 7 時間開校しているので 5)，夫婦は 10 年以上中国に帰国したことはない。
現在の生徒数は約 300 人，教師は約 20 人で全員中国人である。中国の教師資格取得者を
雇っている。英語教師 2 人の内の 1 人は，アメリカ国籍を取得している。幼稚園レベルから




マ 45 分で，土曜日日曜日に各 5 コマある。どの学年も中国語が 3 コマ，数学 1 コマがあり，





者は 2016 年 9 月 12 日に校長である 60 代女性にインタビューを実施した。それによると，
夫婦は 25 年間カナダで暮らした後，ブタペストに友人がいたので 2012 年にブダペストに移
住し，同年中加学校を開校した。土曜日と日曜日両日の午前 9 時から午後 3 時まで授業があ
るが，建物を終日借り，夫婦はこの学校の運営以外の仕事はしていない。生徒はほとんどが
中国系の子どもであり，8 割は英語を教え，2 割はハンガリー語と中国語を教えている。開



































われていた。3 歳から 3 年間幼稚園に通った後，第１学年から第５学年までハンガリー語の
公立学校に通った。第１学年から第３学年まで通った学校では中国人がＡさん一人しかいな
く人種的ないじめを受けたので，両親に訴えて第 4 学年から第 5 学年は他のハンガリー語の
公立学校に転校した。ここでもＡさんの他には中国人はいなかったが，学年が上になってい
じめは受けなかった。そして，英語を学ばせてもっと良い教育を受けさせたかった父親の意
向で，第 6 学年から第 10 学年はアメリカ系インターナショナル・スクールに通った。教授
語は英語で，1 年目は第二言語としての英語コースで学んだ。入学した当初，中国人生徒は



























1 年後に退職し，ブダペストで中国料理のシェフとして約 5 年間働いた後，2000 年にブダペ
スト郊外の小さな村で中国雑貨の輸入店を起業し現在に至っている。店を開店した時に母親
もハンガリーに移住し，それ以降母親は父親の仕事を手伝っている。
Ｂさんは父親がブダペストに移住した 1994 年生まれで，母親が 2000 年に移住した後４年
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を教えてくれた。また，両親の勧めで，近所に住む退職したハンガリー人教師にハンガリー
語の個人レッスンを数年にわたって受けた。そして，1 年間第 1 学年で学んだ後，第 5 学年
に飛び，第 8 学年までこの学校に通った。結局同い年の子どもとは 1 年間遅れて卒業した。
Ｂさんは第 5 学年と第 6 学年の 2 年間，週末は光華学院に通った。Ａさんの母親は光華学
院の教師である。しかし，第 7 学年になって公立学校の勉強が忙しくなったので，光華学院
を退学した。ハンガリー語は苦手であったが，特に数学に力を入れて勉強し，小さな村の学

























































6) この補習校（巴里同済学校）は，パリの浙江省温州出身者の集住地区であるベルビル地区に 1996 年
に設立された言語文化サポート協会が運営しているフランス語補習校で，公立小学校や中学校とも連
携している。2000 年代後半には，約 80 人の温州系の子どもが在籍していた。
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